
212外 山 ・水 谷 ・伊 藤 ・西 垣=肝 油 「トマ トj汁療 法 綴 過 中 二於 ケ ル 「カlverウ ム.e代謝 昌就 テ 【第14借

四、肝 油 「トマ ト」汁療 法經 過 中ニ 於 ケル 「カル シ

ウ ム」代 謝ニ 就 テ
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一 緒 言

⊂1)(M{3⊃腸 結核患者拉 昌 肺結核 患者 二就 テ余等 ハ

肝 油「トマ ト」汁療法 テ實施 シ、好影響 アルテ知

リ、健康人及 ピ重症肺結核 患者 二本法 テ行 ヒ、

其脛過 中 ω血清沃度酸値及 ピ血穂 ノ認 ムベ キ憂

化 テ來 サ ・"ルテ確 メ、窒素代謝 的關係 ヨリ観 ル

モ本法 ガ有害 ナ ラザルテ主張 シタリ。

繊;」D{5){6)〔7)(8){9)ガ 「カル シウム」代謝 二

著 シキ影響 テ 及 ボスハ 諸家 ノ論究 セ シ所 ニシ

テ、 「ヴィタ ミン」Dテ 多量 二含有 スル肝油 ガ「カ

ル シウム」代謝 二 開與 スルハ 言合ラ候 タズ。既 二

謹 セ ラレタル ノ事項 二屠 ス。余等 ノ實施 セル肝

油 「トマ ト」汁療 法 ハ比較 的大量 ノ肝 油 テ用 ユル

テ以 テ、 ソノ盟 内 「カル シウム」代謝 二及 ボス影

響 テ先 ヅ窺知 スル ノ必要 ラ感 ジ、1眩 二血液 及 ピ

尿 二就 テ、 ソノ検索 テ行 ヘ リ。

二 實験方法

1・ 健 康者 トシテハ余等 自身之 二當 リ、有熱 肺

結核患者 ハ今村 内科 入院 中 ノ3名 ノ重症 肺結核

患者 テ選 ピタ リ。本試験 中出來得 ル限 リ食餌 テ

ー定 ニ シ
、患者 ニ アリテハ可及的投與 セル藥剤

テ攣 ゼザル様注意 シタ リ。

2.肝 油 「トマ ト」汁療 法、規定 ノ如 ク、眼鏡印

肝油15瓦 テ「トマ ト」汁90瓦 中 二浮游 セシメ、

毎食 直後 内用 セ リ。 即 チ1日 肝油用量45瓦b

「トマ ト」汁270瓦 ナ リ。

3・ 探 血ハ早朝室腹時 二行 ヘ リe尿 ハ全尿 デ菩

尿 シ1日 尿 二就 テ検査 セ リ。

4・ 血 中 「カル シウム」量 ハao)Clark氏 法 ニ ョ

リ、尿 中「カル シウム」量 ハ(ii)Krameru.Tisdal

氏 法 二殊 リテ定量 セ リ。

三 實 験

健康者 二就 テ肝 油 「トマ ト」汁療法 テ行 ヒ、 ソ ノ

血清 「カル シウム」量及尿 中「カル シウム」量 テ定

量 シタル ニ、血 中 「カル シウム」量 ハ3例 共殆 ン

ド同檬 ナル経過 テ示 シ、本法實施後5日 間 二亙

リテ逐次減 少 シ、第5日 乃至8日 ニ シテ最低値

二達 シ、 爾後 日テ経 ル モ最 早減 少 セザル テ観

タ リ。其 ノ尿 中 二排 出 セラル ・「カル シウム」量

ハ肝油 「トマ ト」汁療法實施 ト共 二第1例 ニア リ

テハ著 シク減 少 シ、第2例 ノ如 キハ寧 ロ増量 シ、

個人 ニ ヨリテ、 ソ ノ状態 ヲ異 ニスルモ、本法實

施後第10日 目頃 ヨ リ、 其尿 中 「カル シウム」量

敦 レモ増量 スル ノ傾 向 ラ示 セ リ。
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第1表 一 年30歳

検査月日 實験日数
血 中Ca量

(mgldl)

尿 中Ca量

(m翼) 皿

昭和9年
11月12日 117.37

13 155.67

14 10.20 165.31一
15 10.89

一 一"

104.09

16 10.42 144.71一

17 10.04 96.01

18 9.44 137.20

19 9.32 116.15

20

21

1

2

5.98 81.14
一 一一 凸

8.38 73.79

22131 _.
14

7.28 88.60

23 6.25i72.45

24 5 5.61188.96
一 　

25 6 5・必168・80

26 716.・9177.96

27 8
一 一

4.83}78.78
,『

28 9 5.87}80.78
29 10 6.12}89.73

}87.23一30i11 5.561

12月 ・1日i12 5.121105.33

2113
一

5・15190・12

3・14 5.61・106.29
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第1圖 肝油「トマト」汁療法経過中二於ケ

ル血中「カルシウム」量(健 康者)
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築2圖 肝 油 「トマ ト」'汁療 法 経 過 中 二於 ケ

ル尿 中 「カル シ ウ ム」量(健 康 者)
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第3'圖

肝 油 「トマ ト」1汁療 法 経 過 中 二於 ケ ル血

中 「カ ル シ ウ ム」(患 者)
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本試験 二於 テ余等 ノ選 ピタル患 者 ハ3名 共重症

肺結核患者 ニ シテ、其血清 「カル シウム」量 ハ働

康者 二比 シテ、遙 二 低値 二 止マ リ、肝油 「トマ

ト」汁療 法 ニ ヨリテ 健康 者 ノ血潰 「カル シウム」

量 ノ減 少 セル 最低値 二 梢 ≧一致 スルヲ 験知 シ

タリ。

本患者3名 ハ勃 レモ肝油 「ト† ト」汁療法實施 中

圖示 セルガ如 キ血清 「カル シウム」量 ノ緬過 テ示

シ、 ソノ殆 ン ド慶 化 スルテ認 メザ リキ。其尿 中

「カル シウ.`;」量 ハ3名 共比較 的等 シキ縄過 テ示

シ、蓬 欠2曾量 スルテ観 タ リ。

〇 四 摘 要

1.肝 油 「トマ ト」汁療 法ハ 健康者 ノ血 中 「カル

シゥム,j量二封 シ、之 テー定度 マデ下降 セ シム。

2.肝 油 「トマ ト」汁療法 ハ重症肺結核患者 ・・一一シ

テ既 二著 シキ低値 テ示 セル血 中「カル シウム」量

テ保存 ス・レモ ノニ向 ヒテハ認 ムベ キ影響 テ及 ボ

サズ。

3.肝 油 「トマ ト」汁療法 ハ尿 中二排泄 セ ラル ・

「カル シウム」量 ラ壇加 スル ノ傾 向 ア リ。

第4圖 肝油「トマトJ汁療法経過中二於クル

尿中「カル ンウム」量(患 者)

稿 テ終 ルニ臨 ミ今村教授 ノ御指導御校 閲 ヲ深謝
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